
忘れZい幸世んか/安全芭安心毎食生活
2月13日側、「地産地消推進フォーラム」が聞かれ、約400人白書加者たちが、食の

あり方について其剣に考えました。これは、うえだ農苗産物地産地消推進会識が主愉

したものです。

フリーパーソナリティーの武悶徹さんに「スロ フ ド・スローライフのすすめ」

と越した基調前泌をいただいた桂、生産者 ・消費者 ・農産物直売所代占者 ・上岡市長

の5人のパネリストによるパネルディスカッションが行われました。

話の中では、 f11は生産者と消費者は隣り合わせだったが、いつのまにか距艇がで

きてしま勺たJr自分で作ゥた米は自分で売る時代。責任あるものを作っているJr安
心して貴べられるも白なら消費者は少しぐらい高くても買うJr地産 ・地消は世直し

運動。'L'をこめて作った物白情報を尭慣して欲しいJr宜の教育が子どもたちには大

切」など、熱い思いが踏られました。

「宜Jという宇は、人を良くすると書きます。 しかし、添加物やインスタント宜品

目多い現在の食文化は、人の体を悪くしてしまっているのではないでしょうか。安全

な宣材を安心して貴べる。こんなあたりまえのことを忘れていませんか。宜に対する

正しい知識を身に付け、食文化、そして金事を豊しみましょう。

安井 啓子さん 柵宙)

子どもたちの'L、や食生活に不安

を感じます.干どもといっしょに

食事を作り、家臨そろってわいわ

い監べる.楽しい食事って素敵だ

し、大切なことですよね.そんなちょっとしたことが

子どもの心を育てていくように思います.そして 食の

正しい情報に耳を傾けながら 作った人の額が見える食

材を匝って、安心で安全な食事をさせてあげたいと思っ

ています.

食事を過して、作った人を感じることも大切ですよね.

そのためにも、五盛を匝って農業体験をし、土の温かさや、

作ることの楽しさを感じてほしいし、地織の皆さんと触

れ合うことで食文化を学んだり 豊かな心を育ててほ

しいと思います.

それと、現在学校給食に地域の食材が13%程躍しか使

われていないようですが もっともっと安心して生べら

れる地域の食材を使ってほしいですね.

来(
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住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る

個
性
的
で
元
気
怠
地
域
づ
く
り
活
動

@ 

「
上
田
市
元
気
芯
地
場
づ
く
り
事
業
」
は
、
元
気
怠
魅
力
あ
る
地
場
づ
く
り
を

応
援
す
る
だ
め
巴
、
昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
俸
と
な
っ
て
自
ら
が
考
え
、
自
ら
が
取
り
組
む
地
場
づ
く

り
の
計
画
策
定
や
事
業
巴
対
し
て
、
補
凶
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
(
住
民
団
体
が

地
媛
の
連
帯
感
を
高
め
た
り
、
地
場
へ
の
渡
及
刻
果
が
高
い
と
恩
わ
れ
る
活
動
芯

ど
を
行
う
場
合
巴
、
事
業
費
の
叩
分
の
6
以
内
で
補
国
)
。

合
年
度
は
、
申
請
が
あ
っ
た
諮
団
体
の
申
か
ら
、
次
の
5
団
体
の
計
画
第
定
や

事
業
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

今後、誇口と愛着が持てるまちを住民の皆吉ん

自己が創口出していく、地域づくり活動が市内全

域に広がっていくことを期待しています。

平成15年度も、引き続き住民の皆さんが行う

地域づくり活動を応援していきます。

tJ.お、詳細は新規事業を募集する際(広報うえ

だ4月16日号)にお知己せします。

浦
野
宿
創
生
事
業

推
進
委
員
会

地域農産物をはじめ、地域のあ

らゆる資源を総合的に括用しながら、

人と人とのネットワークを構築して、

滅型地区の品業揖興と地域活性化

を図るための計画づくりに取り組

んでいます.O 

半
過
地
区
を
中
心
に
活
動
.
千
曲
川
水

辺
現
墳
の
将
来
像
を
自
ら
制
り
上
げ
る
た

め
に
、
地
域
全
体
の
意
謙
と
価
値
観
の
共

有
化
を
進
め
る
た
め
の
計
画
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
.

塩
田
地
区
を
中
心
に
活
動
.
元
市
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文
化
財

「兜
松
」
を
棋
に
し
て
白

探
3
周
年
の
集
い
、
年
給
年
代
学
講

演
会
な
ど
を
行
い
、
里
山
の
多
憾
な

括
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
.

1丘3.1

「そめやふれあい祭り21Jと 「染毘・

何桝地区ロマンウオークリーJ事盟を行い、

神科地区住民のコミュニケーションの曲
成と地暗文化財の見直しに取り組んでい

ます.

そ
め
や
、
小
れ
あ
い
実
行
委
員
会心

唐臼山の老松保存会(ヤマンパ町会)

米
能
…
・

[2] 

三吉家に保存されている、幕末維新時

の上田市と垣本組馬に閲する歴史資料を

括用しての講演会等、商届筒どこでも展

示会 「上田町中幕末維新 『お置さま』

展」などを行い、地域の歴史を利用した

まちづくりに取り組んでいます.
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匡亘亘

凡例

董歪歪歪歪ヨE令，... 射して
いる路鎗

・H ・H ・-規制梱掴.

・・・・・・・規捌されている酪.

-
屋
外
広
告
物
規
制
地
域
〔
禁
止
地
場
・
許
可
地
織
は
未
区
分
〉

r 

長
野
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
、
地
舗
を
定
め
て
広
告
書
桓
や
野

立
て
署
仮
の
規
制
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
田
市
周
辺
の
規
制
状
況
は
左
上
の
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
太
郎
山
や
独
鈷
山
右
ど
の
山
並
み
や
、
田
園
地
帯
の
原
風

景
か
眺
め
ら
れ
る
美
し
い
沿
道
景
観
を
守
る
た
め
、
上
回
都
市
環
状
線

沿
い
な
ど
に
つ
い
て
崖
外
広
告
物
の
規
制
延
長
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
4
月
に
は
、
上
回
都
市
環
状
線
沿
い
(
上
塩
尻
東
交
差
点
か
ら

上
回
大
橋
を
護
り
南
下
し
た
南
部
消
防
署
前
ま
で
)
の
区
間
両
側
各
1

0
0
m
以
内
が
、
看
板
類
の
祭
止
地
域
に
追
加
さ
れ
、
現
在
そ
の
延
長

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
南
部
消
防
署
前
か
ら
県
道
鹿
教
濁
別
所
上

回
線
ま
で
」
の
区
間
に
つ
い
て
も
、
両
側
各

1
0
0
m以
内
を
看
板
類

の
禁
止
地
域
に
延
長
す
る
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
質
問
立
ど
を
3
月
引
日
閉

ま
で
に
都
市
計
画
課
景
観
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

幅100m

規制地域

①
屋
外
広
告
物
集
止
地
犠

屋
外
広
告
物
由
設
置
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
地
域
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、

自
己
の
営
業
内
容
な
ど
を
、
自
己
白

営
業
所
内
に
表
示
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
凶
am
ま
で
設
置
で
き
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
、
貸
し
看
板

(
野
立
て
看

板
)
な
ど
は
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
も
北
陸
新
幹
線
、
上
信

越
自
動
車
道
、
上
回
バ
イ
パ
ス
(
蛇

沢
大
橋
か
ら
長
野
計
器
側
近
く
ま
で
)
、

近
隣
で
は
東
部
町
以
東
の
浅
間
サ
ン

ラ
イ
ン
、
丸
子
町
以
東
の
千
曲
ビ
ュ
ー

ラ
イ
ン
な
ど
(
上
白
地
図
書
照
)
白

沿
線
が
、
こ
の
「禁
止
地
域
」
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

②
屋
外
広
告
物
許
可
地
域

屋
外
公
告
物
(
自
己
の
官
業
内
容

な
ど
を
、
自
己
の
営
業
所
内
に
韮
示

す
る
日
d
以
下
の
公
告
物
を
除
く
)

を
設
世
す
る
場
A
R
事
前
に
市
へ
の

許
可
申
諮
が
必
要
に
な
る
地
域
を
い

い
ま
す
。

許
可
に
あ
た
っ
て
は
、
県
内
統

一

の
屋
外
広
告
物
許
可
基
準
(
主
に
大

き
さ
と
色
使
い
)
に
よ
り
判
断
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
許
可
申
請
に
は
許
可

手
数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
(
新
設

時
と

3
年
ご
と
の
更
新
時
三

こ
れ
ま
で
も

一
部
由
市
街
地
を
除

く
国
道
凶
号
ゃ
、
上
回
バ
イ
パ
ス
由

一
部
、
浅
間
サ
ン
ラ
イ
ン
(
神
里
橋

か
ら
東
部
町
境
ま
で
〉
な
ど
の
沿
線

が
、
こ
の
「
許
可
地
域
」
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
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上田駅お城口再開発ピルの
「 名称を募集します!

今年12月のオープンに向けて、現在上田駅お域ロに建築して

いる再開発ピルのうち、第 1-1街区ビル (駅正面・下完成予

想図左側E階建ての建物)の名称を募集します。

このピルには、 1階から 3階までが飲食・物販等の商業施設、

4階には市の「情報ライブラリーJが入ります。また、 5・6

階はオフィスとして企業等に賃貸していく予定です。

上団地域の顔となる、このピJレにふ吉わしい、親しまれる名

前を付けてください。皆吉んの応募をお待ちしています。

ピコででご子千1
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.問い合わせ

市街地盤備標

上田駅周辺整備現地事務所

(宮23・3432)

• • ‘、.応募方法.

「郵夜はがき」カヘ iFAXJ・「電

子メール」に、 ①ピルの名前②

週定理由 a:応募者の住所 ・氏名 ・

年齢 ・性別 ・職浪 ・世話番号 を記

入自上上田駅周辺整備現地軍務所

まで応募してくださL、。

・5田陣締め切り・

4月18日幽

.その他・

・ 媒用者にはlfè..~品をお自由りします。

・応募状況は、随時上岡市のホーム

ページに掲載します。

・応募先・

郵便申場合

冊386-0025上旧市天神 1-3 -1 
円以渇場合

園23・3473
電子メールの場合

lぱぱv且t「P円巴E-ma山ma刷…a創1 a 

• -1 

環境市属会橿{傭穏}陣立串備会量買を..  
-市民・事縁者・爺のパートナヲーシツプの舗をゐ

.問い合わせ

生活環境標

(宮23・5120)

[5 J 1互3.1

21世紀は環境の世紀。「ごみJi野焼きによる忠

良」など地域の問題から「温暖化jなど地球規模

由問題まで、さまざまな環境問題が深刻化してい

る中、 市では、世かな環境、1<しい郷上を次世代

の子どもたちに引き継いでいくために、環境基本

社Wを量定しました。

この計両を実現するためには、 rli民 ・事業者・

市がパートナーンップの輪を広げていくことが必

要です。

.応幕直格 市内在住在勤か、市内に通学して

いるかた

.事集人員若干名

・応聾方法 所定の申込書{市生活環境課窓口か

生活現境線ホームページにあります)

を生活現壇盟(市世所本庁舎 1階)

に提出してください.

.締め切り 3月20日(木)

環境市民主擁 (仮称)では、テーマ別にワ キ

ングチ ムを結成し、共に環境について芋び、日

ごろ感じている環境問題について自由に訴し合い、

環境を守る行動を 1~ ら提案し、実践していきます。

こ白ょう江環境保全の取組を通じて、社会全体に

効果的に醐きかけていきます。

環境市民会醸(仮称)由結成にあたり、組織車

態や運営Ji法など詳細について決める、準備金に

書加してくださるメンパーを募集します。

-そ由他 応募者多数の場合は、直考により決定し

ます.上田市環境基本計画橿要躍を希望

するかたは 生活現境醒か各支所にお聞

い合わせください(生活環境輝ホ ムベ

ジでも閲貰可能).

・生活環境問ホームベージアドレス

http://www.City.uedanaganoJp/seikatukankyo/ 



• 電話加入権を公売します 収税標
("22・4100園1302)

市税などの滞納処分による、電話加入織の公売を行います。

新居を栂える予定のかた、 FAX・イノターネット・ パソコン通信などでも

う一回線ほしも、かたなど、ぜひお越しくださL、。

bとき 3月12日嗣 〔入札説明午前9時40分-(時間厳守)、入札開始

午前10時-) c>ところ市世所南庁舎 E階第3金聾室c>公売予定本融当

日決定 (3-4本程度) c>方法踊争入札 b持 ち物代金、印握、軍転免

許旺の写しか保障証の写し(代理人が重参加する場合1;1、代理人の印鑑と本人目

量産・押印の代理人選任届出・) c>その他 公売本数は変更する場古がありま

す

1司
市役所代書軍属
O22・41ω・25・41ω

海
外
派
遣
研
修
報
告
舎
に

お
出
か
げ
く
だ
さ
い

男
女
共
同
穆
通
規
(
宮
田
-
5
2
4
5
)

市
の
女
性
海
外
派
遣
研
笹
事
撲
を

利
用
し
て
海
外
研
修
に
参
加
し
た
か

た
の
報
告
会
で
す
。
海
外
の
取
組
か

ら
私
た
ち
の
暮
ら
し
ゃ
生
き
方
を
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
?

マ
と
き

3
月
刊
日
嗣
午
桂
l
時

加八万

1
3時
必

卦

マ
と
こ
ろ

市

民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
マ
内
容
ド
イ

ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
の
研
悟
報
告
、
交
流
会
マ

そ
の
他
託
児
〔
2
歳

1
就
学
前
〕
あ

り
。
希
望
者
は
男
女
共
同
書
画
課
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A

へ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
(
官四・
1
0
0
0
)

-
C
D
l
R
作
成
講
座

マ
と
き

3
月
7
日
働
午
後
l
時

初
分
1
4
時
却
八
万

マ
対
象

パ
メ

f 

コ
ン
経
験
者
マ
定
員

受
講
料

2
0
0
0
円

-
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

マ
と
き

3
月
8
目
的
午
後
l
時

初
分
i
4
時

マ

対

象

パ
ソ
コ
ン

初
心
者
マ
定
員
凶
名
マ
受
講

料

1
5
0
0
円

-
電
子
メ
ー
ル
入
門

マ
と
き

3
月
日
日
出
午
桂
l
時

加
分
4
3
4
時

マ

対

象

パ
ソ
コ
ン

初
心
者
マ
定
員
間
名
マ
受
講

料

1
5
0
0
円

圃
ハ
ソ
コ
ン
相
鮫
室
(
相
談
無
料
)

マ
と
き

3
月
時
日
田
午
前
凶
時

1
正

午

マ
定
員

凶

名

マ

申
し

込
み
事
前
に
電
話
で

「
上
田
高
画
大
学
2
0
0
3
」I
l
ll
」

亨
ニメ
イシ
ヨ
ン
上
映
会
&
特
別
ト
リ
タ
}

・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
よ
映
会

マ
と
き

3
月
お
日
間
マ
上
映

時

間

第

1
回
午
前
凶
時
刻
分
i

午
後
零
時
日
分
、
第
2
回

午

桂

2

時
日
八
万
1
4
時

マ

上
映
7
ニ
メ

名
探
偵
コ
ナ
ン

1
ベ
イ
カ
l
街
の
亡

鍵

;

マ

定
員
各
国
先
着
2
0
0

名
マ
入
場
料
高
校
生
以
上
3
0

0
円
、
小
・
中
学
生
1
0
0円
、
小

学
生
未
満
は
無
料
マ
申
し
込
み

16 
名

3
月
刊
日
聞
か
ら
世
話
で
メ
デ
ィ
ア

ラ
ン
ド
U
E
D
A
へ

-
特
別
ト

1
9

『ア
ニ
メ
彩
色
は
面
白
い
/
」

マ
と
き

3
月
お
日
間
午
甚
l
時

泊
分
1
2
時

マ

内

容

ア

ニ

メ

!

ゾ
ョ
ン
由
彩
色
実
演
、
セ
ル
か
ら
デ

ジ
タ
ル
へ
の
移
行
つ
い
て
、
彩
色
ウ

ラ
話
マ
講
師
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

タ
イ
ム
代
表
・
若
林
洋
子
さ
ん
マ

定

員

先

岩
2
0
0名
マ
参
加
料

無
料
マ
申
し
込
み

3
月
刊
日

聞
か
ら
電
話
で
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U

E
D
A
へ

マ

覆
か
ら
育
て
る

花
づ
〈
り
鴎
習
会

公
園
緑
地
鼠
(
宮
田
・5
1
3
4
/
園田
-
8
2
4
7
)

今
年
&
春
の
積
ま
き
の
時
期
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
審
ま
き
の
花
の
土
づ

く
り
か
ら
育
て
方
ま
で
、
貴
放
し
な

い
た
め
の
脇
訣
を
学
び
ま
す
。

マ
と
き

3
月
お
日
嗣
午
前
9
時

却八万
i
u時
加

分

マ
と
こ
ろ
市

民
会
館
2
階
会
議
室
マ
内

容

上

聞
の
気
棋
に
適
し
た
容
ま
き
の
花
づ

真
田
太
平
記
館
特
別
農

地
元
作
家
シ
リ
ー
ズ

I

池
亙
正
太
郎
翼
図
太
平
配
館
(
曾
盟
・

7
'
O
O
)

マ
と
き

3
月
l
日
出
i
4
月
6

日
間
守
内
容
加
藤
荘
次
郎
さ
ん

の
真
田
太
平
記
・
向
人
形
と
水
彩
画

(
日
本
の
風
卦
)
を
展
示

L 

[6] 

く
り
の
ポ
イ
ン
ト
マ
講
師
上
田

市
民
業
パ
イ
オ
セ
ン
タ
所
長
・
武

田
正
男
さ
ん
マ
申
し
込
み

3
月

初
日
刷
ま
で
に
、
電
話
、
は
が
き
、

F
A
X
で
公
園
緑
地
課
へ

1丘3.1

#
瞳
士
が
島
誼
な
量
樟
聞
圃
を
解
説

「
く
ら
し
の
教
室
」
輔
説
会

生
E
a

環
寝
際
(
宮
田
・
5
・・
2
0
)

相
続
や
遺
言
白
問
題
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。
身
近
な
相
続
閲
僻
の
問

題
を
、
法
律
白
専
門
家
で
あ
る
弁
護

士
を
招
き
、
最
近
の
相
談
事
例
を
通

し
て
分
か
り
ゃ
す
く
講
演
し
ま
す
。

マ
と
き

3
月
間
品
目
幽
午
前
日
時

i
H時
加
分
マ
と
こ
ろ

中
央
公

民
館
3
階
大
会
議
室
マ
内
容

「相
続
と
遺
言
に
つ
い
て
」〔
講
師

弁
護
士
・
佐
藤
芳
嗣
さ
ん

(長
野
県

#
護
士
会
)
〕、
質
疑
応
答
マ
受
講

料

無

料

上
級
防
火
管
理
者

暢
習
会消

防
本
部
予
防
鶴
(
宮
田

0
0
2
9
}

マ
と
き

3
月
四
日
剛
午
桂
l
時

加
分
1
4
時
初
分

7
と
こ
ろ

消

防
本
部
3
階
会
議
室
マ
対
車
防

火
管
理
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る
か
た
、

防
火
管
理
者
の
宜
格
を
お
持
ち
の
か

た

マ

定

員

先

宥

1
0
0名
マ

受
講
料

無

料

マ

申
し
込
み

3

月
3
日
間
1
同
H
日
樹
ま
で
に
、
電

話
で
消
防
本
部
予
防
課
へ



転入・転出される皆さん伊13司
ご利用ください UI円

11月~日明から 4 月 4 時での平日は午後 7 時まで | 
一市の 手 続 き は 土 ・ 日 曜 日 も できます(午前 8時!I!分~午後5時iIlI分)ー | 

自動交付機は市役所(正面玄関東側)、 よ田創

造館、し止の鉄道上田駅にあります。

自動交付機を利用する場合は、市民力 ドが4、

要です。市民力ードへの切り替えを済ませておく

とたいへん便'11Jです。早めの切り替えをお勧めし

ます。

また、本人の戸籍謄本 ・抄本や、本人または本

人と同じ世帯のかたの住民棄を郵送で受けたい場

合は、市内の郵便局に交付申請書がありますので

ご利用Fください。

.問い合わせ市民課 (ft23・5334)

転勤・進学・就職在どで転入や転出が増える時

期を迎えます。

転入・転出の際は、住民票 ・電気 ・ガス ・水道

などさまざま立手続きが必要に在ります。

これらの手続きがまとめてできる便利な「臨時

総合窓口Jを開設します。窓口でできる手続きは

下衰のとおりです。

3月から 4月にかけて市民課窓口はたいへん君

雑しますので、住民票・印鑑量録証明書などの発

行は、土曜・巴曙・祝日も使える「自動交付機」

(午前 7時~午後 7時)もご刷用ください。

持ち物

印晶預金通帳国民健康保険証 ー
介麗保険調保険者証明日入している
場合)、印鑑登録旺、運転免許証な
ど

回鑑

印鑑

本人の確認ができるもの
(印臨遺伝免許Eなど)

印鑑

介麗保険豊崎資絡E明.
(転入者のみ)

印鑑、預金通帳、

主主主豊筆壁主主重宝
1>開閉栓手続さ
印鑑手数料1，000円(開栓¢場合)

1>口座療省手続さ
銀行印、預金通帳

※県省水道(塩図 川西地区の一郎)の手続きは、隣ジエネッツ(県曾水道業務委医会社"29・0810)にお問い合わせください。

・公益事業のサービスコーナー.
. 企業名 [ 手続きの内容 l 

上回ガス醐 |ガスの開栓 ー閉佐申し込み

.総合コーナー(市の手続き)+
圃 課所名'-_... 手続きの同容

1異動届 克亡届 ・出生届婚姻届などの畳
理、印鑑畳録外国人畳録、住民察戸箱
謄本・抄本の空付など、葬祭賞 ・出産育児
時盆の王給、国民健康保険証の主付

児童手当の申繍・消滅に閲する手続き

学校の指定に閉する手続き

所得証明 ー税額E明 ー資産E明 ・評価
E明 ・公線証明

納税証明納税相鮫税金叩納付

ぐ
開睦期間所場

3月24日開

4月4日出

市民課窓口

際民市

児童保育際

学校教育課

I平臼】
午前8時四分

午後7時

税務課窓口謀務税

収税際窓口

高齢者介霞課窓口
(南庁舎 1階)

諜税収

[土日曜日】
午前8時四分

午後5時15分

高験者介掻線!介複保険聖給者の転入転出の手続き

届保年金繰窓口

上下水道局
営業標窓口
(北庁舎 1階)

国民健康保険税の納税祖霊長と納付
国民年金に掬する届け出

市営氷道(狙図川西地区の一部を除
く)の聞栓 ・閉鐙の手続き、上下水道
使用料の納付 ・口座娠醤手続き

国保年金課

開設期間窃所方法

電話

隆盛員が
応対します

課業営

t 3月24日開

3月四日闘
午前9時

午後4時
(NH KIま

午前9時四分
~午後4崎)

市世所
本庁舎

1階ロビ

電話

印鑑

領収E

お客さま番号のわかるもの
(電気使用量のあ知らせなど)

転Jス届旧居届

住所霊童、衛星歓送申し込み
口座猿鎗手続き

上回郵便局

NHK 
長野放送局

電話'‘気使用の開始 ・廃止申し込み中部‘力相

[7] 

き警E
せ男E
るカt

室長
き
と

男
女
共
同
書
面
標
{E
n
・5
2
4
5
)

電話

〈市
民
の
声
か
ら
e

(

四
車
代
女
性
}〉

私
た
ち
は
、
女
性
も
男
性
も
同
じ
人

間
と
し
て
、
対
等
平
等
な
社
会
を
望

ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分
た
ち
章

族
の
中
か
ら
こ
の
希
望
を
実
現
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
私
と
祖
に
と
っ

て
結
婚
に
醸
し
て
ど
ち
ら
か
が
相
手

の
籍
に
入
る
と
い
う
、
現
在
の
戸
籍
制

度
は
と
て
も
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し

た。
現
行
法
に
の
っ
と
り
ど
ち
ら
か
の
籍

に
入
り
、
通
称
で
こ
れ
ま
で
の
姓
を
名

乗
っ
て
い
く
の
か
、
そ
れ
と
も
事
実
婚

と
い
う
方
法
を
と
る
の
か
。
拘
置
も
話

し
合
っ
た
結
果
、
ぉ
E
い
に
尊
重
し
あ

う
関
需
を
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う

出
尭
の
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
何
十
年
と

付
き
古
っ
て
き
た
名
前
を
尊
重
し
あ
う

こ
と
が
大
切
立
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
結
論
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
す
。

私
た
ち
が
遺
ん
疋
道
は
、
事
実
曜
と

い
う
方
法
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
方

法
や
考
え
方
に
違
和
感
や
反
感
を
持
っ

か
た
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
将

来
生
ま
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
私
た

ち
の
芋
ど
も
に
「
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
は
、
対
等
で
尊
世
し
あ
っ
て
聖
し
あ
っ

て
い
る
ふ
た
り
な
ん
だ
よ
」
と
胸
を
彊
っ

て
一言
言
え
る
関
保
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

1丘旦 1

特にありませんNTT東日本剛 電話の移転 ・復活休止申し込み



企唆工式

4気配りの行き
届いた居室内

回

特別養護老人ホーム「うえだ敬老園」が完成
社会福祉法人 「世主l司」が馬場町地院に埋設を進めていた、特別

聾護老人ホ ム 「うえだ敬老l圏」が 2J1 8日出に竣工しました。

この事業は中心市街地の定住人口を柵やし、まちの活性化を目指

して進めてきた飯島姐聾物等整備事業の一つで、今桂完庇するマノ

ションや高齢者向け市営住宅に先駆けて完成しました。

定且は110名で、.Ii内初のケアハウスや在宅サ ビス施世なども

併設されています。 これにより、入所を希望しながら待慣していた

静さんの期待に、よりいっそう応えることができます。

小
単
生
@
み
ん
な
鏡
ま
れ
J

-
E
F申こ

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
(
宮
田

5
1
4
4
)

「
リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
再
使
用
」
を

合
い
官
車
に
、
古
布
を
抽
出
勺
て
す
て

き
な
ラ
ン
チ
マ
ッ
ト
を
織
勺
て
み
ま

し
ょ
-
っ
。
ア
ル
ミ
備
を
使
っ
た
小
物

入
れ
も
作
り
ま
す
。

す

と

き

第

1
問

3
月
割
日
開

午
前
川
時
i
午
桂
3
時
、
第
2
回

3
月
お
日

ω午
前
川
時
1
午
桂
3
時

マ
と
こ
ろ
エ
コ
・
ハ
ウ
ス

(上

回
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
)

マ
対
量
小
学
校
4
1
6年
生

マ

定
員

各
国
と
も
6
名

マ

嘗

加
料

輔
料
マ
申
し
込
み

3
月
初
日

附
ま
で
に
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
ヘ
マ
そ

の
他

昼
食
持
番
。
材
料
は
エ
コ
・

ハ
ウ
ス
で
用
意
し
ま
す

節
7
回

絵
本
原
画
鹿

市
立
図
.
館

(
g
E
・0
8
8
0
)

マ
と
き

3
月
幻
日
働

1
阿
部
日

嗣

マ

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
マ

内
容

昨
年
U
月
出
版
白

「
か
え
る

の
平
家
も
の
が
た
り
」
(福
音
館
普

応
、
絵
斎
藤
隆
夫
さ
ん
、
文
日

-Ffun 

野
十
成
さ
ん
)
白
絵
本
版
画
白
展
示

マ
そ
の
他
原
画
展
を
お
手
伝
い

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中

・
情
演
会

マ
と
き

3
H
n日
間
午
桂
l
時

i 

初
八
町

3

マ
前
師

日
野
十
成
さ
ん

-
曹
の
干
曲
川
泊
い
を
歩
〈

弥
生
ウ
才

1
キ
ン
グ

上
図
ウ
ォ
l
牟
ン
グ
縮
会
事
務
局

(よ困スタ
ー
商
会
向
宮
程
調
・
0
2
4
8
)

酎
上
国
宮
市
体
育
也
会

省
軍
省
体
育
セ
ン
タ
ー
向包
U

・4
0
0
)

マ
と
き

3
月
お
日
制
午
前
9
時

1

マ
と
こ
ろ
千
曲
川
河
川
敷
上

期
グ
ラ
ウ
ン
ド
マ
コ
l
z
①
磨

小
高
鑓
コ
ー
ス

(上
回
飛
行
場
な
ど

-

m
h〉、
②
歴
史
散
策
コ

I
ス

(海

野
砲
な
ど

-
U
M
)

マ
彦
加
料

小
・
中
学
生
5
0
0
円
、
一
般
1
0

0
0
円

マ

持
ち
物

畳
輩
、
飲
み

物
、
雨
具
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
長
袖

y
h
y

ツ

な

ど

マ
申
し
込
み

上
回

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
協
会
郁
務
局
、
ま
た

は
醐
上
田
市
体
育
協
会
へ
守
そ
の

他

事
加
宜
あ
り

上
岡
市
高
齢
者
些
圃

平
成
時
年
度
学
生

高
附
者
欄
従
セ
ン
タ
ー
(-u
E
4
1
1
9
}

マ
対
車
市
内
在
住
白
お
お
む
ね

叩
歳
以
上
白
か
た
マ
と
こ
ろ
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
マ
回
数

年

間
口
日

(月
1
1
2問
。
人
学
式
・

市内に在住町20歳以上75歳以下のかた

(公事事で書画できるの10， 1人 1審議会まで)

レポ 卜と面接により決定します。

商工限
〈置3.5396)

所定の廓込・(商工諜にあります)と「池披正太郎真
田太平!1館と市街地活性化Jと題したレポート (80Q字
以内 .式自闘〉を3月17日開までに商工隈へ提出ら

12の管理運営〈企画震の肉容、入館者
をt舗やす方法など)についてご意見を
いただきます。
・任期 5月18-平成17年 4月30日

1名

各公民館
田 1名
〈剖刊劃

- 応"できるのほ、窟佳昭何公，..町要員 r::I&~.n:Tõ
・所定の@込・《居住組の公民館にあります〉と「こ
れからの公民館Jと値したレポート(，曲寧以内・.
式自由)を3月148圃までに居住地の公民鎗円縄出.

• 3月208同午後 1時鋪分から」ヒ凶市叡膏重賞金 2階

J!τ会司轟孟亜量童置且l'す

公民館員の盛岡に応じ、公民館の事業
運.."どについて書・していただきま
す. 
. 佳糊 s 月よ旬~平威17~3月31自

図・館
(C22.0880) 

所定の聞込書(図書館にあリます)と「市民話参加型図
.鎗づくり」と甥したレポート (800字以内 .式自由)
を 3~20日嗣までに函・館ヘ銀出@

図・餓の運営に関し、館長の障問に応
じます.また、図・館事伎についてご
懲見をいただきます.
.佳閉 4月1日~平成17年3月31日

2名

[8) 

1名
所定の申込・(山本卿包念館にあります〉ど「山怠m
E念館についてJと・したレポート(医附字以内 ・.式
自由)を3月17自開までに山本開配念館へ握出.

館員の値聞に応じ、鎗の週曾に闘しご
・9患をいただきます. 
. 径噺 5 月 1 日~皐成17~4 月初自

2名

1五3.1

所定の申込・〈体育課にあります)と「上回市のスポー
ツ娠興について」と題したレポート (800字以内・.式
自由)を4月11日担割までに体両観へ慢出。

上国市のスポーツ振興計画策定の調査
研究を行っていただきます.
.任期 6月1日~平成17年 5Fl31日



fb~ 
市政テレビ番組

r 13\れ(Ii;~，土田J

昨年9月にスタ 卜した「うえだ百

勇士委員会ム参加した帯民の笛さん

の元気な素顔に迫ります。

3月23日(日)
午後 3 時~3 時30分
信越放送で放映予定

消防署員が潜水訓練三
l己合J

0-
0 2月13日制、アクアプラザ上回で上田

広域消防本部と甑城戸倉上山田市防組合に

よる合同の様水訓練が行われました。訓練

では水中に 2 ープを躍り、水底を挫す「水

中検索法」など、治水の実習を行いました。

ニの訓練は水嬢'J'放の行方不明書を国書

するためのもので、現在、上聞広域には 3

名の滞水士の賢格を持った消防士合川、ます。

昨年は2件の曲索に出動しました。

ぞ

卒
業
式
を
含
む
〉

マ
定
員
先
着

ω名
マ

申
し
込
み

3
月
5
日
刷

か
ら
同
町
出
日
閉
ま
で
に
、
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

高
齢
者
介
護
謀
、
市
役
所
各
支
所

従
来
世
・
犠
回
・
川
西
)、
各
公
民
館

へ上
田
市
こ
と
ぷ
華
大
学

平
成
叩
年
度
新
入
生

中
央
公
民
館
(
宮
田
・
0
7
6
0
)

マ
修
業
年
数

4
年

マ

学

習

日

程
・
内
容
①
午
前

一
般
教
聾
由

学
習

〔自
然
・
歴
史
・
文
学

・
健
康

管
理
な
ど
〕

②

午
後
選
択
学
習

春の火災予防運動
3 月 1 日出~3 月 7 日樹

書先は空気が乾燥し、火災が置も多く発生する時期です。

〔
曹
道
・
俳
画
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ダ
ン

ス
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
!
ツ
・
※
民
謡
・

出
、詩
時
・
民
間
手
芸
(
出
品
印
は
中
央
公

民
館
校
の
み
)
]
③
そ

白

他

年

1

回
の
宿
泊
研
修
・
特
別
講
演
会
・
ク

ラ
ブ
発
表
会
マ
回
数

毎
月
l
回

マ
と
こ
ろ
中
央
公
民
館
・
上
回

創

造

館

マ
対
象

市
内
在
住
の
切

歳
以
上
の
か
た

(上
田
市
高
齢
者
学

問
と
長
野
県
老
人
大
学
の
在
籍
者
は

畳
講
で
き
ま
せ
ん
)
マ
量
購
料

無
料

(選
択
学
習
で
必
要
な
経
費
は

自
己
負
担
)

マ
定
員
中
央
公
民

館
校
先
着
印
名
、
上
回
創
造
館
校

先
着
別
名
マ
申
し
込
み

3
月
初

+3つの習慣

寝たばこは、絶対やめる。

ストープは、燃えやすいものから離した位置で使用す

る。

ガスこんろなど白そばを離れるときは、必ず火を消す。

1 

2 

3 

日
働
午
前
9
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

本
人
が
中
央
公
民
館
へ
直
接
来
館
し

て
く
だ
さ
い

自
衛
隊
『
幹
部
候
補
生
」

探
用
賦
験

自
衛
隊
上
回
房
集
事
務
所
(
曾
担

5
2
8
7
)

マ
募
集
内
容
①

一
般
幹
部
候
補

生

(陸
卜
・
海
上
・
航
空
各
自
衛
隊

の
一
般
要
貝
、
海
上
・
航
空
白
荷
隊

の
パ
イ
ロ
y
ト
)

②

技
術
幹
部
候

補
生

(梅
上
自
荷
隊
技
術
要
員
)

マ
憂
験
資
格
平
成
同
年

4
月
l
日

現
在
で
加
歳
以
上
初
歳
未
満
由
男
女

(大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
は
却
歳

+5つの対策

逃げ遅れを防ぐため、住宅用火史書報器の設置を検討

する。

寝具や衣類を火災から守るため、防斑製品を使用する。

火災を小さいうちに消すため、住宅用消火器を備える。

お年寄りや身体白不自由な人を守るために、隣近所の

協力体制をつくる。

まのまわりに燃えやすいものを世かないで、故火され

ない環境づくりをする。

2

3

4

 

l 

5 

町一~lfJiI昼蓮司~~-lÎ3fJ日昏事.~宙岨 E置山胤!，.

未
満
)
マ
受
付
期
間

4
月
7
日

冊
1
5月
9
日
幽
マ
試
験
日

5

月
M
日
出
・
同
お
日
脚

(お
日
は
航

空
白
南
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
み
)
マ

そ
の
他

畳
験
料
・
衣
食
住
は
無
料
、

完
全
週
休
二
日
制

お知らせ『
移
動
由園
業
聾
員
会
」
で

麗
地
の
問
題
や
疑
問
を
解
決

厩
雛
餐
員
会
.
.
 務
局
{
曾
目
・

6
4
6
6
)

農
地
の
転
用

・
売
買
、
良
地
利
用

上
白
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
農
地
問
題
、

相
続
税
・
贈
与
税
納
税
猶
予
制
度
・

民
業
者
年
金
・
認
定
農
業
者
制
度
な

ど
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
。

日本映画の現状と未来を考えます。僧州よ困フィルムコミッション

の活動が大きく紹介されるほお¥別所温泉なども取り上げられます。

川西公畏館

テレビ番組「日本映画復活への道ノ」
3月25日ω午後2時E分-3時20分

長野触送で般映予定15.3.1 [9] 



市では、 計量意輔の向上を図るため、 12名のかたに計量モニタ

をお願いしています。商品の表記量が実際の内容量と一致している

かを 2か月間調査していただきました。

前期調査 .6月 1目~同30日 韓期調査 11月 1日~同30日

商工課

(ft23・5395)

平成14年度
計量モニターの調査結果

卸ナ~作卜案内11
上田市文化会館.材木町'-2-3

一

-闘童話栗
田隊料、 し好晶、乳製品ゾャ

ム{志、 調査件数が少広いこともあ
り好成績でした。しかし食肉闇
魚介類、総菜類肱昨年と比較して

木Eが目立ちました.

原因1"，欠の事が考えられます。
① 卜ν 恕どの冨器の目方を正確

に差し引いて計算してい忽い。

@水分の蒸発で自然と減量してし
まう。

喧渚司置器由使用方法に悶匝がある。

ロックバンド演奏会 lO:lJU 

上国高等学校 14皿|録料
室内楽班定期演奏会 l 

r判定墨準一一一一一一ー一一一一一一ー「
1 計量法の許容.，図の規定1
1 により判定。不足側は2%~

食肉煩 悶除料等)また i
lは3%魚介頬、 野粟頬等)、 1 
1超過側1<l::10%超同もの
i一一一一一一一ー一一一ーー←一一一一一一一一一一J

1∞胤

品目前
~.望L 肌
~ 

土
地
・
家
屋
等
縦
覧
帳
簿

4
月

1
日
か
ら
縦
覧
で
き
ま
す

税
務
霞
(
宮
田
・

8
2
4
0
)

平
成
時
年
度
は
3
年
に

一
度
白
固

定
資
直
評
価
替
え
の
年
に
な
り
ま
す
0

4
月
上
旬
に
納
税
通
知
容
を
送
付
し

ま
す
。
第

l
m納
付
期
限
は

4
月
初

日
制
で
す
。

-
縦
覧
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

平
成
同
年
度
か
ら
、
納
税
者
が
評

価
額
自
適
正
さ
を
判
断
で
き
る
よ
う
、

縦
監
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
他
の
か
た
白
固
定

f 

口
口
・

喜そ
の
他

乳
製
品

ジ
ャ
ム
頬

E 
料

車紛
璽

食

事

新しい主説話議室を指定
排水設備工事と桔水装置工事は、市で指定した章者でないと施工

できまゼん。指定草書は市への申請手続さ 工事等をいっさい代行

しますので、工事の申し;z，みは指定章者へ直撞怯頼してください。

宜
産
の
価
格
等
が
縦
覧
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
。

マ
と
き

4
月

l
H
1
同
初
日

(土
昭
・

日
附
・
祝
日
を
除
く
)
午

前
8
時
初
分
1
午
桂
5
時

日

分

マ

と
こ
ろ

税
務
課
、
畳
殿
・
寝
回
・

川
西
の
各
支
所
マ
対
象

固
定
資

産

〔土
地
・
家
屋
)
を
所
有
し
、
か

っ
、
固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
る
か

た
マ
縦
覧
で
き
る
帳
簿

土

地

価

格
等
縦
覧
帳
簿

(所
在
・
地
番

・
地

目
・
地
積

・
価
格
)
、
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿

(所
在
・
家
屋
番
号

・
種

1五3.1[10] 

類
・
構
造
・
床
面
闘
・
由
格
〉

マ

持
ち
物
本
人
確
認
が
で
き
る
も
由

(納
税
通
知
替
、
諜
税
明
細
曹
、
運

転
免
許
証
な
ど
)
か
印
鑑
マ
そ
の

他

無
料
で
縦
覧
で
き
ま
す
。
な
お
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
コ
ピ
ー

は
で
き
ま
せ
ん
。

-
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

「
閲
監
」
と
は
、
ご
自
分
白
課
税

台
帳
を
ご
覧
い
た
だ
き
確
認
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
言
い
ま
す
。

前
記
縦
覧
期
間
中
は
、
稿
料
で
関

覧
で
き
ま
す
。

マ
持
ち
物

①
ー本
人
が
閲
置
す
る
掛

ム
ロ
印
鑑
か
免
許
証
等

(本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
)
、
②
借
地
人
・
借

家
人
が
閲
覧
す
る
場
合
貫
貸
借
問

慌
を
明
ら
か
に
で
き
る
笹
類

(賃
貸

借
契
約
書
、
料
金
払
ト
会
討
な
ど
)
と、

免
許
証
等

〔本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
)
か
印
鑑

-
代
理
人
が
縦
覧
・
開
覧
す
る
場
合

次
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
持
ち
物
代
理
人
選
任
届
か
委
任

状

〈委
在
者
の
印
、
法
人
の
場
合
は

社
印
が
必
要
)
と
、
代
理
人
本
人
と

確
認
で
き
る
も
の

(免
許
証
な
ど
)

か
印
撞



じ原・家庭絡調~7.おの
i汲み取りの体業日豪更
4月E目から

E =mti霊童ì;~:ag~1主主主E司『53 ZE

に加えτ

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

Eg三t;ヨ包ーー1153=・
も隊旗します。

生活環焼課(宮 23・5120)
上園地域広域連合
清浄圃(宮 22・2339)

脅
円
山
俊
光

F

翠
川
か
く

一
金
井
厳
紅

赤
羽

bv慮

mm
井
ま
倉
子

鴎
・
中
村
附
高

田

・

平

体

積

百

・
常
附

ニ
と

は

叫

丸

山

力

師

柴

崎

四

郎

副
・
山
浦
み
ち
子

肝

-
m
m
正
行

田

柳

mm周
二
郎

帥
e

上
野
嶋
館

町

一
勧
使
川
原
好

回

一
他

野

勺

田

矢

島

孝

之

引

域

間

貞

雄

日
北
沢
附
五
郎

甜

.
唆

健

治

朗

日

除

本

孝

回
一
前
近
よ
し
み

H
…
合
ぬ
雌
雄

略
…川
中
間
久
子

A
1月
届
け
出
分

・
徹
称
略
)

官
附
卵
細
嵐
広
平

滑

水

氏

m
H

有

税

六

刻

竹

下

義

市

竹
内

初
巳

羽

mと
く
よ

閲
凶
ぎ
ん
は
る

山
U

芳
子

白
石
ゆ
た
か

刷
所
必
海

近
藤
ひ
ろ
代

前
世
帥
同
研
了

中
村
二
三
五

小
林
政
二
郎

上
野
佐
畳
志

八
幡
定
夫

中
村
徳
F

海

艇

蔵

人

山

FJ
耐
久
夫

• 
柳

沢

花
火
下
町

下

郷
五

加
聖
一
川
山

峡

北
柳

沢
市
水
前
山

常

入
n

F

 

H

'

 

州
兵
抽
同
町

k
刷
版

」
図
版

制明
日
が
丘

磁
之
本

馬
場
町

伊
鈴
山

酬
附

械
が
丘

償

町
伊
勢
山

笹

井

h
p

込

新

mm

笹

井

衛

問
倉

升

親
勤
務

下

郷
上
聞
原

上
背
水

"
u
 

耐

脇

字

削

場

-h
榊

大
口
m

下
鮒
同
町

生

原

上
梅
尻

よ
犠
尻

野

竹
金
剛
h
J

五

加

。ご務処理焼却手敏斜奄疎定
4月 1目出からクリーンセンターへ

直接持ち込むごみの瞳却手融制を直定

します。分別を心がけ、ごみ茸量にご

協力ください。

師

渡

遜

守

降

創

出

宮

滞

友

ロ

引
小
川
飽
太
郎

副

純

崎

正

附

剖

林

俊

明

田

山
崎
与
八
郎

開

・
関
U
あ
や
子

創
e

佐
語
地
り
さ
み

田

笹

岡

御

子

田

中

村

岩

夫

町

・
内
山
き
く
い

問
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H E A L T 

保健ガイド
-国民健康保険と老人保健
を支えていきましょう/

健康保険制度は、病気やけがで由思わぬ出費が家計

に深刻lな事事を与えるようなときに、加入者同士がお

互いに助け合う制度です。

国民健康保険(国保)は、かかった保険給付費白半

分を国で、残りを加入者の保険脱と法怖で定められた

市からの繰入金(税金)で附勺ています。

また、 老人保健は、各極健康保険由加入者が納めて

いる保険料と、国や県、市町村田負担によ勺て鮪われ、

多〈の方々によって老人保健制度が支えられています。

安心して医療が受けられ、健康な暮らしを送るため

にも、 一人ひとりが医療費を抑える努力をするととも

に、保険税は必ず期限内に納めましょう。

・医療費が増え続けています

上回市由、国保 l人あたりの医療費は県下17市中 5

位、老人保健 l人あたりの医療費は 3位となっており、

かなり高い医療費がかかっていることがわかります。

そして、更に医療費は、少しずつ確実に増えつづけて

います。

医療費目増加は、保険極や自己負担額白価上げなど

につながり、皆さん自身の負担が増えることになりま

す。医際費を抑えることについて、真剣に考えていく

ことが必要です。次のことに注意し、医療費を有効に

使うよう心がけましょう。
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.問い合わせ 国保年金課(宮23・5118)

H G U D E 

市民プラザ・ゅう
女性総合相談窓口のご案内

あなたの悩みや問題をゆっくりお開きし、共に畳

けとめ、心白整理由おT'伝いをして、解決のための

-~を踏み出す応援をしています。

t相麟日時月曜日~土略日午前 9時~午睡9時

仁t曜日は午桂5時まで) t相鮫専用電話 ft27・

3123 T問い合わせ 市民プラザ ・ゅう(材木町1-

2 -2・冒27・2988)へ
・宜性弁瞳士による記長律相敵(要予約)

立性の弁護士による法1~相談を開催しています。

相談時間は一人30分以内で、相談は無料です。

T相麟日時毎月第4木曜日午前10時~正午

・専任相臨員による相敵

T相量豊田時毎週火・木曜日午桂2時-9時(畳付

は午桂8時まで)、第 2・4t曜日は午前10時~午

桂5時(畳付は午桂 4時まで)

-こころの相談臼
bとき 3月12日制 ・同26日嗣午前9時30分-11時

30分(一人 1時間) Tところ 市役所南庁舎6階全

線室 b相談担当 精神保健福祉相談員 ・惇健師 b 
申し込み 電話等で健康推進課 (ft23・8244)へ[予

約制] Tその他 保健師による相談は随時行ってい

ますのでご利用ください

.歯がはえたら教室
bとき 3月12日制 ・同26日附午前10時-11時(畳

付は午前9時'50分-) Tところ 上田市保健センター

(市役所南庁舎 2階) T対象歯が4本はえてきた

お子さん T持ち物 母子手帳、歯プラシ、コップ、

タオル b申し込み 事前に健康推進諜(宮23・8244)

へ

-重度心身障害者のかたの
タクシー利用料を助成します
T対象 (次の要件すべてに骸当するかた) ①市内

に住所を有する ②療宵手帳でA1かA2の認定を畳

けているか、身体障害者手帳で下肢 ・体幹機能 ・視覚

障害による I級か2級白認定を畳けている @世帯金

只の平成13年分所得税額の合計が42.000円以下 ④自

動車位や軽自動車税の減免を畳けていない b助成額

利用 l回につき630円まで b利用可能回数 最大

で年間24図 (4月までに申惜した場合) T申し込み

申請書に必要事項を記入の上、福祉課へ提出(平成

14年度受給者には、申請曹を送付します)。なお、 4

月からの助成を希望するかたは、 3月18日ωまでに提

出を T問い合わせ 福祉線 (古23・5130)

15，3，1[12] 
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